
生ごみ処理機「シンクピア」導入事例

カゴメ株式会社様
生産工程で生じる廃棄物処理を低コスト化・省力化

廃棄物輸送時のCO2削減にも貢献

• 産廃業者への処理委託費用を圧縮。導入から6年で初期投資が回収できる見込み

• 投入した生ごみは消滅処理。残渣の取り出し不要で廃棄物の処理が容易に

• 産業廃棄物の排出量が減ったことで、輸送時に発生するCO2排出量の削減にも貢献

事例のポイント

カゴメ株式会社 茨城工場

製造二課 生産技術係長

小菅 真二 氏

お客様名：カゴメ株式会社 茨城工場

所 在 地：茨城県小美玉市羽鳥2652

概 要：トマトジュースや野菜ジュース、トマト

ケチャップなど野菜原料の食品を幅広く

展開する。茨城工場は1962年に操業を開

始。トマトなどの一大産地である茨城県

中部の小美玉市にある。主に野菜ジュー

スの1Lパック、乳酸菌飲料、業務用パス

タソースなどを製造しており、年間生産

量は飲料が約100万ケース、パスタソー

スが約40万ケース。

対象商品

●生ごみ処理機 シンクピア

カゴメ株式会社 茨城工場

製造二課 生産技術係

飯森 響 氏

成  果

• 産廃業者に委託していた原料野菜の残渣処理にコストがかかる

• 過去に導入した堆肥型の処理機は処理後の手間などを理由に撤去した

• 環境負荷低減の一環として、産業廃棄物運搬時のCO2削減などが必要

課題背景



お問い合わせは、下記へ

生ごみ処理機「シンクピア」 導入事例

い～るでぃんぐ統括部
お問い合わせ：https://www.fielding.co.jp/form/facility
製品紹介： https://www.fielding.co.jp/service/facility/sinkpia

●ご使用の前に「取扱説明書」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

●ご使用には保守契約が必要です。

●室内に設置する場合は、換気設備のある場所を推奨しています。

●本体や消耗品の廃棄については各地方自治体の産業廃棄物処理規定に従ってください。

●本製品は、国内販売製品となりますので、海外への輸出及び販売はできません。

●本紙に掲載された社名、商品名は各社の商標または登録商標です。

●本紙に掲載された製品の色は、印刷の都合上、実際のものと多少異なることがあります。

 また、改良のため予告なく形状、仕様を変更することがあります。
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初期投資は早期に回収の見込み

導入効果を社内に広く示したい

茨城工場ではシンクピアに残渣を投入す

るための台やポンプなどを自作されました。

処理の際はポンプを使い、適切な処分量を

目視しながら投入します。

１日当たりの処理量はドラム缶1本分に

相当する約200kg。気温が上がる時期には

処理槽内に水をシャワーリングすることで

25～30℃を維持するようになっており、

安定して廃棄物を分解。低温発酵なので臭

気も少なく済みます。

堆肥型の処理機での苦い経験を持つ小菅

係長は、当初「本当に消滅処理できるのだ

ろうか？」と半信半疑だったといいます。

しかし「機械は頑丈に作られているように

見え、信頼性は高いと思いました。導入か

ら1年が経ちますが、大きなトラブルもな

く安定稼働しています」と笑顔で語ります。

初期投資に関しては、シンクピア導入か

ら6年後には回収できるという計算を立て

ていました。しかし実際には「投入量が当

初の想定より増えたので、計画より早く回

収できる可能性も出てきました」（小菅係

長）と説明します。NECフィールディン

グでは4カ月ごとにメンテナンスを行って

おり、「投入量や処理実績、処理槽内の状

況などを詳しく見てもらっているので安心

です」（飯森氏）と保守体制にも満足いた

だいています。

導入後には他の工場の担当者を集めて、

見学会を開催されました。社内SNSなどで

もシンクピアの導入効果をアピールしてお

り、今後はもう少しアピールの機会を増や

したいと画策されています。「マネジメン

ト層は環境配慮やコストだけではなく、安

全性や作業のしやすさも重視しています。

茨城工場では回収期間を前倒しできそうな

実感はありますし、廃棄物処理に関わるコ

ストは確実に削減できると言えます」（小

菅係長）と、導入効果に自信を見せます。

2024年春には茨城工場の社員食堂がリ

ニューアルされ、そこで発生した食品残渣

の処理にもシンクピアが活用されるように

なりました。「今後も何か新たに処理する

ものが出てくれば、NECフィールディン

グの助言を受けつつ適切に処理したいで

す」（飯森氏）と考えており、NEC

フィールディングのサポート体制にさらな

る期待を寄せられています。

導入の成果

初期投資は早期に回収の見込み

導入効果を社内に広く示したい

産廃処理費用の削減と

輸送時のCO2排出量削減が課題

カゴメ茨城工場ではトマトやタマネギ、

ニンジンといった野菜を原料に、野菜

ジュースやパスタソースなどを生産してい

ます。生産工程で発生する野菜残渣の処理

に関して、従来は産業廃棄物処理業者に委

託していました。その委託には年に約200

万円単位の費用が発生しており、コスト削

減を進める中で、委託費用の削減が課題で

した。

食品製造工場や外食産業などでは食品廃

棄物を堆肥化するといったリサイクルを実

施しているケースもあります。カゴメ茨城

工場でも20年ほど前に堆肥化を志向した

時期があったそうです。しかし、製造二課

の小菅真二生産技術係長は「たまった堆肥

を取り出すのに手間がかかる上、機械のト

ラブルが頻発し安定稼働しているとは言え

ませんでした」と当時を振り返ります。こ

の堆肥化は費用削減につながらなかったた

め断念されました。

その後しばらくは外部業者に産業廃棄物

の処理を委託しましたが、その間も処理費

用の削減に向けた模索は続けられました。

また、カゴメグループでは事業活動におけ

る温室効果ガスの排出削減に取り組んでい

ます。茨城工場では廃棄物輸送時に発生す

るCO2排出量に着目し、削減に向けた方策

を検討されていました。

そうした中で生産ラインを担当していた

飯森響氏が製造二課生産技術係に異動し、

廃棄物の排出削減や環境対策を担当するこ

とになりました。「食品関係の展示会に

通って、何かいい方法はないかと探してい

ました」と話す飯森氏は、足を運んだ展示

会でシンクピアの存在を知ります。「シン

クピアの説明を聞き、微生物を使って消滅

処理ができることに驚きました。さまざま

な食品残渣を処理できることも分かり、

シンクピア導入を検討したいと思いまし

た」（飯森氏）。そして展示会でリレー

ションができたNECフィールディングと

導入検討がスタートしました。

導入前の背景や課題

産廃処理費用の削減と

輸送時のCO2排出量削減が課題

実機検証など

手厚い支援も後押しに

生ごみ処理機の導入に当たっては、シン

クピアのほかにも検討していたものがあっ

たそうです。そこでNECフィールディン

グは、デモ機を使った実験を提案。実際に

茨城工場で排出される残渣が処理できるか

検証しました。

検証に臨んだ飯森氏は、「茨城工場で排

出される食品残渣の多くを占めるのはトマ

トですが、その処理が短時間で終わるのに

は驚きました。繊維質が多いニンジンやタ

マネギの処理方法に関するアドバイスも受

けられたので、導入を前向きに検討できま

した」と振り返ります。こうしたサポート

体制は、シンクピア導入の大きな決め手に

なったそうです。

社内ですでに導入実績があったことも、

導入の後押しになりました。シンクピアは

同社の総合研究所（栃木県那須塩原市）で

も導入されていることを知った飯森氏は、

現地に出向いて見学してきたと話します。

「茨城工場は廃棄物の量が多いので、総合

研究所で導入しているモデルよりも最大処

理量が多いものを選びました。稼働音を聞

いたり、処理中のにおいをセンサーで測定

したりして問題ないか確かめました」（飯

森氏）。生ごみ投入口の上に付いている扉

がゆっくり閉まる構造になっているなど、

安全に配慮された設計であることも評価ポ

イントとなりました。

選定のポイント

実機検証など

手厚い支援も後押しに
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